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第
４
回
定
例
会
議
案
審
議

可
決
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
平
成
30
年
第
４
回
定
例
会

会
期
14
日
間12

月
４
日
〜
12
月
17
日

○
第
４
回
定
例
会
で
可
決
等
し
た
議
案
等

市
長
提
出
議
案
49
件
中
・
・
・
49
件

議
員
提
出
議
案
１
件
中
・
・
・
１
件

以
上
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
全
て
の
議
案
名

と
そ
の
結
果
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
含
む
補
正
予
算

案
に
つ
い
て
、
審
議
の
上
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
黒
石
市
の
平
成
30
年
度
の
一

般
会
計
の
予
算
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

○
平
成
30
年
度
黒
石
市
一
般
会
計

補
正
後
の
予
算
額

１
６
５
億
２
８
０
８
万
１
千
円

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
31
年
法
律
第
１
６
２
号
）
第

４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
、
黒
石
市
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。
な
お
、
任
期
は
平
成
30
年
12
月
24
日
か

ら
２
０
２
２
年
12
月
23
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

住

所

黒
石
市
東
町
57
番
地
６

氏

名

後

藤

耕

谷

生
年
月
日

昭
和
29
年
10
月
21
日

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

黒
石
市
立
六
郷
小
学
校
爆
発
事
故
に
よ
り

市
に
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
損
害
賠

償
請
求
の
訴
え
を
提
起
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条
第

１
項
第
12
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

様
々
な
質
疑
、
意
見
等
に
よ
り
慎
重
な
審

議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
予
算
に
関
す
る
議
案

と
し
て
14
件
の
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
一
般
会
計
予
算
案
で

は
旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
ア
ス
ベ
ス
ト
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

等
調
査
業
務
委
託
料
（
１
４
５
万
３
千
円
）

等
が
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た

平
成
30
年
度
12
月
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
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黒
石
市
の
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

16
年
黒
石
市
条
例
第
30
号
）
第
４
条
第
１
項

に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る

議
案
が
22
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
経
済
の
発
展
と
広
域
観
光
の
振
興
の

た
め
、
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
早

期
建
設
を
求
め
る
意
見
書
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
青
森
・
秋
田
両
県
に
対
し
提
出
し

ま
し
た
。

建
設
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
豪
雪
に
よ
り
４

カ
月
余
り
の
冬
期
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
山
岳
道
路
区
間
の
解
消
、
東
北
縦
貫
自

動
車
道
弘
前
線
と
八
戸
線
へ
の
連
絡
が
容
易

と
な
る
ほ
か
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
効
果
に

よ
り
、
十
和
田
八
幡
平
圏
域
に
お
い
て
の
観

光
振
興
と
経
済
波
及
効
果
が
大
き
く
期
待
さ

れ
、
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
よ
り
青
森
・
秋
田
両
県
の
関
係
す
る

９
市
町
村
議
会
の
議
長
に
よ
り
、
早
期
実
現

に
向
け
、
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
建
設
促
進
市

町
村
議
長
同
盟
会
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）

建
設
促
進
に
関
す
る
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

市
議
会
で
は
、
審
議
の
上
、
各
議
案
と
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
は

左
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
期
間
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
（
津

軽
こ
み
せ
駅
は
２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
）
と
な
り
ま
す
。

22
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た

市黒森会館 黒森町内会

社会福祉法人
黒石市社会福祉協議会

市社会福祉センター

市立西部児童館

市立上十川児童館

市立東児童センター

市立北地区児童センター

市児童デイサービスセンター
「天使の森」

市老人福祉センター

市石名坂活性化施設 石名坂町内会

市大川原活性化施設 大川原町内会

市沖揚平活性化施設 沖揚平振興会議

市花巻村づくりセンター 花巻町会

市袋生活改善センター 上野町内会

市小屋敷集落研修センター 小屋敷町内会

市派村集落研修センター 派村町内会

市高賀野集落農業研修センター
高賀野集落農業研修センター
管理運営委員会

津軽こみせ駅 津軽こみせ株式会社

市市民の森 南中野町内会

津軽伝承工芸館・津軽こけし館 株式会社ツガルサイコー

市虹の湖公園・地域防災セン
ター浅瀬石川ダム資料館

一般財団法人
黒石市観光開発公社

市ちとせ会館 ちとせ町内会

市婦人会館 市連合婦人会

指定管理者一覧（順不同）
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新 政 会
三上 廣大 議員

一問一答方式

⬘

ム
ツ
ニ
シ
キ
の
今
後
の
展
開
は
。

⬙

市
内
農
家
の
皆
さ
ん
が
ム
ツ
ニ
シ
キ

を
作
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、
あ
る

程
度
高
い
価
格
水
準
を
維
持
し
、
ま
ず

は
、
県
内
の
す
し
店
で
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
は
県
外
、
ゆ
く
ゆ
く
は
海
外

に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
小
・
中
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

②
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ

い
て

⬘

黒
石
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
の
再

開
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⬙

再
開
は
平
成
31
年
１
月
か
ら
で
再
開

後
の
管
理
に
つ
い
て
は
貸
館
業
務
を
含

め
社
会
教
育
課
で
対
応
す
る
事
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
市
民

税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
場
と
し
て

使
用
し
、
一
般
の
方
へ
の
貸
し
出
し
は

４
月
か
ら
12
月
ま
で
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
期
間
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
市
庁
舎
に
つ
い
て

②
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

③
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

に
つ
い
て

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
一
般
質
問
の
中
か
ら
１
議
員
に
つ

き
２
項
目
程
度
の
質
問
及
び
答
弁
の

要
旨
を
質
問
議
員
が
作
成
し
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
議
員

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

会
議
録
の
公
開
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
一
般
質
問
の
内
容
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
に
て
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
簡
単
に
掲

載
サ
イ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。 10

人
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問

自民・公明クラブ
今 大介 議員

一括方式「黒石特産 寿司専米 ムツニシキ」
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⬘

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

が
農
家
が
や
る
気
の
あ
る
施
策
の
展

開
に
つ
い
て
。

⬙

農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
の

生
産
活
動
を
維
持
す
る
「
中
山
間
地
域

等
直
接
払
交
付
金
」
事
業
や
地
域
資
源

の
適
切
な
保
全
管
理
を
す
る
た
め
の

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

メ
ロ
ン
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ブ
ド
ウ
、
ト

マ
ト
な
ど
の
栽
培
に
よ
る
小
規
模
農
業

経
営
等
も
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

⬘

閉
校
後
の
施
設
活
用
を
市
と
地
区

が
一
体
と
な
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に

つ
い
て

⬙

地
区
の
話
し
合
い
の
場
に
担
当
者
が

出
席
し
、
説
明
や
意
見
交
換
を
積
極
的

に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⬘

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆
発
事

故
に
係
る
見
舞
金
等
の
制
度
化
を
。

⬙

職
員
に
対
す
る
見
舞
金
支
給
制
度

は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
取
り
組
み
が

多
様
で
あ
り
、
県
内
で
は
青
森
市
、
弘

前
市
、
八
戸
市
、
十
和
田
市
、
平
川
市

の
５
つ
の
市
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
市
と
し
ま
し
て
は
、
基
本
と
な
る

地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
と
の
関
係

や
対
象
者
・
事
案
の
範
囲
な
ど
を
慎
重

に
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
の
研
究
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

⬘

高
齢
者
へ
の
除
雪
対
応
に
つ
い
て
。

⬙

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
増

加
す
る
対
象
世
帯
へ
官
民
一
体
と
な
っ

て
支
え
合
う
仕
組
や
協
力
体
制
を
構
築

し
、
地
域
住
民
の
理
解
や
協
力
の
も
と

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

⬘

防
災
士
養
成
の
助
成
に
つ
い
て
。

⬙

現
在
、
８
地
区
３
町
内
に
自
主
防
災

組
織
が
設
立
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
防
災
士
を
養
成

す
る
事
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
新
年
度
に
お
い
て
資
格
取

得
費
用
で
あ
る
約
６
万
円
の
う
ち
の
一

部
の
助
成
を
検
討
し
ま
す
。

⬘

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

⬙

平
成
30
年
11
月
末
現
在
で
、
昨
年
度

１
年
間
の
３
倍
を
超
え
る
約
２
５
７
９

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

末
の
見
込
み
は
３
０
０
０
万
円
で
す
。

自民・公明クラブ
中田 博文 議員

一問一答方式

自民・公明クラブ
大久保朝泰 議員

一問一答方式

黒石市民クラブ
工藤 和子 議員

一括方式
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⬘

児
童
の
虐
待
・
貧
困
の
現
状
と
対

策
に
つ
い
て
。

⬙

虐
待
相
談
数
の
把
握
、
支
援
対
応
、

啓
発
、
周
知
活
動
は
し
て
お
り
ま
す
。

貧
困
対
策
は
実
態
調
査
を
行
い
、
効
果

的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

⬘

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
、
運
転
免

許
証
返
納
後
の
生
活
支
援
体
制
は
あ

る
か
。

⬙

具
体
的
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内

中
心
部
か
ら
遠
い
地
域
で
は
、
早
期
に

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

等
に
よ
る
移
動
手
段
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
、
市
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

①
農
業
行
政
に
つ
い
て

②
雇
用
対
策
に
つ
い
て

③
起
業
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

④
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⑤
健
康
寿
命
を
延
ば
す
対
策
に
つ
い
て

⬘

中
心
市
街
地
活
性
化
に
役
立
つ
市

立
図
書
館
整
備
事
業
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
施
設
整
備
事
業
の
内
容
は
。

⬙

図
書
館
は
市
が
事
業
主
体
で
、
読
書

環
境
の
整
備
と
市
内
の
回
遊
性
向
上
を

兼
ね
た
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
の

集
う
図
書
館
整
備
を
こ
れ
か
ら
検
討
し

ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
施
設
も
市
が
事

業
主
体
で
、
市
の
窓
口
業
務
等
を
含
む

市
民
サ
ー
ビ
ス
関
連
機
能
や
交
流
拠
点

機
能
な
ど
を
含
む
複
合
施
設
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

⬘

黒
石
病
院
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て
。

⬙

10
月
に
８
名
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ

型
の
受
診
者
が
い
ま
し
た
が
、
例
年
１

月
以
降
に
患
者
が
急
増
す
る
傾
向
で

す
。
対
策
と
し
て
は
、
面
会
者
に
よ
る

感
染
症
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た

め
、
面
会
制
限
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高 佑 会
髙橋美紀子 議員

一問一答方式

黒石市民クラブ
佐々木 隆 議員

一問一答方式

⬘

指
定
管
理
施
設
の
津
軽
伝
承
工
芸

館
・
津
軽
こ
け
し
館
を
独
立
採
算
で

運
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

⬙

両
施
設
と
も
冬
期
間
は
観
光
客
の
減

少
に
伴
い
、
利
用
者
数
が
大
き
く
落
ち

込
み
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
的
な
収
益

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
独
立
採
算
は
な
か
な
か

厳
し
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式

会
社
ツ
ガ
ル
サ
イ
コ
ー
は
、
経
済
産
業

省
か
ら
認
定
を
受
け
、
黒
石
温
泉
郷
を

活
用
し
た
「
津
軽
「
ど
さ
？
湯
さ
」
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
や
八
甲
田
ス
キ
ー
場
か
ら
の

誘
客
も
検
討
し
て
お
り
、
新
た
な
取
り

組
み
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
指
定
管

理
者
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
年
間
を
通
し
た

安
定
的
な
収
入
の
確
保
、
さ
ら
に
経
営

努
力
に
よ
る
経
費
削
減
に
つ
い
て
も
強

く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

自民・公明クラブ
大溝 雅昭 議員

一問一答方式

6
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日本共産党
工藤 禎子 議員

一問一答方式

自民・公明クラブ
工藤 俊広 議員

一問一答方式

⬘

市
長
名
に
よ
る
お
祝
い
の
こ
と
ば

等
が
記
さ
れ
て
い
る
「
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ド
」
発
行
を
婚
姻
届
時
に
も
拡

充
し
て
は
ど
う
か
。

⬙

他
市
の
状
況
、
費
用
対
効
果
を
含
め

て
検
討
い
た
し
ま
す
。

⬘

死
亡
届
提
出
時
の
必
要
な
手
続
き

を
案
内
す
る
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

の
設
置
に
つ
い
て
。

⬙

庁
舎
ス
ペ
ー
ス
や
運
用
シ
ス
テ
ム
上

の
問
題
点
が
あ
る
た
め
、
設
置
の
可
否

も
含
め
て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す

が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
必
要
な
手
続

き
の
紹
介
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

⬘

東
児
童
館
の
今
後
に
つ
い
て
。

⬙

東
小
学
区
の
児
童
は
今
後
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
来
年
度
、
職
員
の
増

加
や
児
童
館
増
築
等
を
検
討
し
ま
す
。

⬘

市
役
所
窓
口
業
務
を
含
む
複
合
施

設
整
備
・
図
書
館
建
設
を
計
画
し
て

い
る
が
、
今
後
の
財
政
運
営
の
見
通

し
は
。

⬙

市
財
政
運
営
が
成
り
立
つ
健
全
な
計
画

を
保
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬘

六
郷
小
学
校
給
食
用
厨
房
爆
発
事

故
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
。
な
ぜ
、

ガ
ス
漏
れ
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
。
ま
た
、
市
独
自
の
職
員
公
務

災
害
等
弔
慰
金
並
び
見
舞
金
支
給
条

例
を
平
川
市
に
学
び
制
定
す
べ
き
で

は
。

⬙

訴
訟
中
で
あ
る
た
め
、
ご
質
問
に
お

応
え
し
か
ね
ま
す
。
事
故
の
原
因
や
責

任
の
所
在
は
、
裁
判
に
お
い
て
全
容
を

解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
見
舞
金
支
給
条
例
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
状
況
を
含
め
て
総
合
的
に
考

え
、
真
摯
に
制
度
に
つ
い
て
研
究
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
20
日
㈭
に
開
催
し
、
18
人
(う
ち
黒
石

高
校
生
5
人
)の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
始
め
に
9
月
、
12
月
定
例
会
に
お

け
る
審
議
し
た
議
案
等
の
内
容
を
報
告
し
、

平
成
29
年
度
の
各
会
計
に
お
け
る
決
算
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
は
「
内
容
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
報
告

し
て
ほ
し
い
」
や
「
合
葬
墓
の
必
要
性
に
つ

い
て
も
っ
と
考
え
て
ほ
し
い
」
等
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
今
後
も
参
加
者
の
意
見
も

受
け
止
め
な
が
ら
、
政
治
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
次
回
の
議
会
報
告
会
も
多
数
の
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第14回「議会報告会」
を開催しました。

高校生からも活発な意見をいただきました
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黒
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編
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会
だ
よ
り
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ペ
ー
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メ
ー
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city.kuroishi.aom
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住
所
　
黒
石
市
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ノ
町
11
の
1

電
話
　
0172－

52－
2111

㈹
F
A
X　
0172－
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平
成
31年

３
月
１
日
　
第
24号

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員

工　藤　俊　広
工　藤　和　行
工　藤　和　子
髙　橋　美紀子
今　　　大　介
三　上　廣　大

編集後記編集後記 議会だより編集特別委員会

議員活動報告書
自民公明クラブ
・中田　博文　　・村上　啓二
・工藤　俊広　　・大溝　雅昭
・大久保朝泰　　・工藤　和行
・北山　一衛

視察先
岩手県北上市
「企業誘致の取り組みについて」
宮城県塩竃市
「病院経営の取り組みについて」

期　間
　　平成31年1月21～22日

塩竃市立病院前にて

　岩手県北上市では、交通の要所である利点を活用し、
10カ所の工業団地に250社以上の企業が立地する一大
産業集積地を形成後も市長と幹部職員による100社の
企業訪問を毎年行うなど、トップセールスも充実してお
りました。また、誘致後も生活環境面までフォローアッ
プし、継続的に信頼関係を構築する姿勢を感じました。
　塩竈市立病院では、東日本大震災で大きな打撃を受け
ながらも新改革プランを策定し、急性期病棟、地域包括
病棟、療養型病棟、訪問診療、訪問介護などで健全化経営
を病院全体で図っ
ていました。
　当市においても、
企業誘致や病院経
営は大きな課題で
あり、今後の当市の
取り組みに役立て
てまいりたいと思
います。

黒石市民クラブ
・福士　幸雄　　・工藤　和子
・後藤　秀憲　　・佐々木　隆

視察先　　　
東京都青梅市
「市役所内障害者就労支援施設
　【カフェだんだん】について」
東京都羽村市
「市役所土日窓口開庁の取り
　組みについて」
東京都練馬区
「区立【こどもの森】の整備に
　ついて」
期　間
　　平成30年12月21～23日 区立「こどもの森」での視察の様子

　青梅市では市役所内のスペースを活用し、積極的
に社会参加を図ることを目的とした就労支援を行っ
ており、障害のある方がいきいきと働いていました。
　羽村市では年末年始と祝日を除く土・日曜日に一
部窓口業務を行い、平日に来庁できない方の利便向
上を図っていました。
　練馬区では区立「こどもの森」をモデルとして、豊
かなみどりと子どもの遊び環境が共存し、地域住
民が互いに関わる未来のまちづくりを目指していま
した。
　当市が検討して
いる窓口業務など
を含む市民サービ
ス関連機能や交
流拠点機能等複
合施設へ取り組み
の導入を働きかけ
ていきます。

議員活動報告書

　市議会だよりも今号をもって
現在の編集特別委員による発
行が最後となります。これまで

市民の皆様に少しでも手に取っていただけるよう、ま
た市議会の活動状況をよりわかりやすくお伝えでき
るよう取り組んでまいりました。次号からは新委員に
よる発行となりますが、今後も一人でも多くの市民の
皆様に読んでいただける議会だよりを目指してまいり
ます。　　　　　　　　　　　　　　 三上　廣大

　市議会だよりも今号をもって
現在の編集特別委員による発
行が最後となります。これまで

市民の皆様に少しでも手に取っていただけるよう、ま
た市議会の活動状況をよりわかりやすくお伝えでき
るよう取り組んでまいりました。次号からは新委員に
よる発行となりますが、今後も一人でも多くの市民の
皆様に読んでいただける議会だよりを目指してまいり
ます。　　　　　　　　　　　　　　 三上　廣大


